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小特集　色覚の多様性

心理学とデザイン
　私の専門はデザイン心理学であ
る。現在，千葉大学で日本唯一の
デザイン心理学研究室（商標登録
済み）を主催している。しかし，
実は私は20年前までは実験心理
学の観点から人間の色覚メカニズ
ムに関する基礎研究を行ってい
た。その変転の経緯についての詳
細は本稿の範囲外なので割愛する
が，心理学の知見はデザインの問
題解決に非常に有益なものである
ということは，心理学を志そうと
している人々に伝えておきたい。
　実験心理学というと，あまり実
生活とは縁のない対象を扱う基礎
研究的な領域であると思われがち
であるが，広義での人間の行動全
般を科学的に扱うという方法論は
工学的にも非常に実践的な戦略を
提供してくれるのである。特に，
上記の通り，デザインの分野での
実験心理学の応用可能性は極めて
高いため，私は実験心理学の知見
を応用し，それをデザインにおけ
る問題解決に応用するデザイン心
理学の領域を切り拓いてきた。

デザインの役割と色覚の多様性
　私たちの身の周りには人工物が
溢れている。スマートフォン，パ
ソコン，テレビ，自動車等々，こ
れら全ては人工物であり，工業製
品とよばれる。現代社会はこれら
工業製品なしでは考えられない。
そして，私たちユーザーにとって

使いやすく，しかも美しい工業製
品を生み出すのがデザインの重要
な役割である。
　ただ，ここで注意しなければな
らないのは，工業製品のユーザー
の属性は均一ではないということ
である。私たちの生活するこの世
界は多種多様な人間から構成され
ている。人種，文化，言語，性別，
年齢など比較的わかりやすい属性
はもちろんのこと，より内面的な
思想，信条，嗜好などもそれぞれ
異なっている。それに加え，人間
の基本的な知覚能力にも多様性が
存在する。そして，その中でも最
も一般的なものは色覚の多様性で
ある。つまり，私たち人間の色覚
特性は一様なものではなく，日本
人の場合で男性の約5％，女性の
約0.2％が先天性の色覚異常であ
り，色覚正常者とは特性が異なる
ことが知られている（Wyszecki 
& Stiles, 1982）。しかも，上記割
合から計算すると，この色覚異常
を有する日本人は約300万人とい
う多数となるのである。
　したがって，様々な製品のデ
ザインにあたっては，このような
先天性の色覚異常のユーザーに
も配慮することが必要になる。そ
のため，近年「カラーバリアフ
リー」（以下CBF）あるいは「カ
ラーユニバーサルデザイン」（以
下CUD）という用語が人口に膾
炙しているのであろう。以前にも

述べた通り（日比野, 2014），これ
らの用語が重要な概念であり，尊
重すべきであるのは当然のことで
ある。しかし，実は「色覚正常者」
の中にも色覚特性の異なる人々
が存在することも忘れてはならな
い。人間は加齢によって視覚系の
媒体が黄化し，それによって短波
長領域の分光透過率が低下する

（青く見える光に対する感度が低
くなる）からである。さらに，こ
の加齢に起因する色覚特性の変化
には個人差があり，その程度も年
齢から正確に予測することは難し
い。そのため，上記のような先天
性の色覚異常の場合とは異なり，
その特性を一般化することが困難
なのである。ただ，その数からい
えば，こちらのほうが圧倒的に多
い。総務省の統計（文献等参照）
によれば，2014年9月時点で，日
本の高齢者（65歳以上）は3,296
万人，75歳以上の方々では1,590
万人にも上るからである。このよ
うな高齢者は，自分の色覚特性
が若年時と比べて変化しているこ
とに気づいていないこともあるの
で，むしろ色覚異常の場合よりも
深刻な問題となる可能性もある。
　以上のように考えれば，真の意
味でのCBFあるいはCUDを実現
するには，色覚の多様性をより広
い視野から捉え，先天性の色覚異
常だけではなく，高齢者等の他の
色覚特性の問題にも配慮すべきで
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あることが理解できるであろう。
つまり，「人間の多様性」として
さらに大きな視点からデザインを
考えることが重要なのである。
　ただ，人間の多様性の幅は非常
に広いので，上記のような多様性
に完全に対応したデザインを生み
出すことはほぼ不可能である。究
極のユニバーサルデザインはオー
ダーメイドのデザインであるとい
われる所以である。

今後のデザインに必要なもの
　それでは，このような状況で，
これからのデザインには何が求め
られるのであろうか？ 私は，こ
の問いに対する回答のひとつは近
年のデザイン界における潮流に
あると考える。それは“evidence-
based design”（科学的な根拠に
基づいたデザイン）である。
　多くの人は，デザインは感性の
みに関わりのある対象で，科学と
は相容れないと思っている。しか
し，それは大きな誤解である。現
在はどのような領域でも科学的な
根拠が求められるようになってい
るが，それはデザインでも同様な
のである。美しく機能的なデザイ
ンであることは当然のことである

が，今日のデザインにおいては，
それと同時に科学的な根拠が必須
の条件となっているのである。し
かし，工業製品を生み出す産業界
においても，現在までのところ，
どのような形で科学的根拠を提示
すればよいのかについて明確に定
式化されているわけではない。
　そこで，上記の通り，私は心理
学における知見をデザインに関わ
る様々な問題解決に応用すること
を企図し，デザイン心理学の領域
を展開してきたのである。

デザイン心理学による実践活動
　以上のような文脈から，私はベ
ンチャー活動に乗り出すことに
なった。様々な経験から，一般の
企業との協業による社会貢献を円
滑に進めるためには，大学の研究
室の形態では困難で，どうしても
会社組織を取らねばならないとい
うことを痛感したからである。そ
れが（株）BB STONEデザイン
心理学研究所である（この会社の
詳細については文献等参照：2011
年には千葉大学より「千葉大学発
ベンチャー」の称号も得て公式に
活動している）。上記のように，
デザインにも科学的根拠を求める

風潮が広がりつつあるため，すで
に多くの大企業からの依頼を受
け，成果も出している。その詳細
について，本稿では個々に触れる
余裕はないが，参考までに二つの
事例を示す（写真1，2参照）。

結びに
　本稿により，実験心理学が産業
活動にも大いに貢献できるという
ことを読者諸氏に認知していただ
ければ幸いである。
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写真 1　ダイキン工業（株）製エアコン「ラクエア」
用リモコン（2012 年発売）　「人に聞かずに使えるリ
モコン」というコンセプトを科学的根拠によって実
証したデザインが評価され，2012 年グッドデザイン
賞および 2013 年 IAUD アウォードプロダクトデザ
イン部門賞を受賞した。人間は自分の所有する家電
機器の機能が少なくなることには大きな拒否感を示
すので，わかりやすさとのバランスを図るために使
用頻度の低いボタンを半透明のカバーで覆うという
工夫をしたのが，このデザインの眼目である。

写真 2　千葉銀行店舗「ちばぎんひまわりラウンジ
津田沼」（2014 年 12 月竣工）　照明，色彩，音響
の各計画について，デザイン心理学の視点から来訪
者の快適性に焦点を当てて科学的にコンサルティン
グを行った姿勢が高く評価された。特に，照明に関
しては，季節感や人間のサーカディアン・リズム等
も考慮し，自動的に色温度や照度が変化する工夫も
行った。


